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インターネットのホームページで，様々
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　日本は春夏秋冬といった季節毎に異なる情緒ある四季を持ち，世界的にみれ
ば恵まれた環境下にあるといえます。一方で，それぞれの季節で自然の脅威を
知らされることも時としてあります。冬の豪雪，梅雨末期の集中豪雨，夏の雷
を伴うゲリラ雨，秋の台風，強風や地震は四季を問わず経験し，読者も自然の
もたらす脅威に恐怖を感じたことが一度はあると思います。特に今年の夏は日
本全国で記録的な短時間豪雨を観測し，犠牲になられた方もおられます。
　こうした自然の脅威は，必ずしも頻繁に経験する事ではないため，年月の経
過とともに忘れ去られることがしばしばあります。「天災は忘れた頃にやって
くる」という有名な警句はこれを端的に表現しています。物理学者の寺田寅彦
の警句として知られていますが，寺田寅彦の弟子であった中谷宇吉郎が寺田寅
彦の言葉として紹介したのが始めという説が有力のようです。この意味は，読
者それぞれ理解のしかたが異なると思いますが，「油断していると災害に見舞
われる」といった精神論はもちろん，物理学者として「災害をもたらすような
異常な気象現象は前の災害のことを忘れてしまうほど比較的長い周期で発生
する」という，確率論的な意味を含めて表現したとも理解できます。
　しかし，最近の災害は，事の大小はあるものの，前回のことを忘れてしまう
ほどの周期ではなく，災害の完全復旧が済まないうちに次の災害が発生してい
るように感じませんか？これも地球規模の気候変動が原因の一つかも知れま
せん。
　今月号は，自然災害に対する鉄道の備えを特集しました。自然の脅威は凄
まじく，これをコントロールすることができないのは明白です。しかし，自
然現象を良く理解したうえで，鉄道の分野に限らずそれぞれの分野で，そして，
一人ひとりが減災に向けた努力をすることが必要といえます。（S. T.）
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